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①自己点検・評価体制における意見等

学内からの視点

学修成果

授業シラバスに各科目の到達目標を明示し、客観的かつ厳格な成績評価を行っている。また、本学教務課
が実施している学生授業評価アンケートの分析を通して、当該科目に関する学生の理解度や教材・教授方
法の適切性に関する学生の評価を測定している。

自己点検・評価について

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

プログラムの履修・修得
状況

本プログラム当該科目の授業担当教員が学習管理システム（LMS）を通して学生の講義出席状況・課題の
取組状況を把握している。その結果はデータサイエンスセンター会議で報告され、センター員全員で履修・
修得状況を点検している。

学生アンケート等を通じ
た学生の内容の理解度

学生アンケートの回答中、授業内容を「よく理解できた」と「おおむね理解できた」と答えた学生がそれぞれ
30%と68%であった。内容の理解度は十分なレベルであると考えている。

学生アンケート等を通じ
た後輩等他の学生への
推奨度

学生アンケートの回答中、この授業に関連する分野について「さらに勉強したい」と「機会があれば勉強した
い」と答えた学生がそれぞれ21%と64%であり、他学生へ推奨できる授業として認識されたと考えている。

全学的な履修者数、履修
率向上に向けた計画の達
成・進捗状況

全学科で必修科目が対象となっているため、履修率は100%である。



学外からの視点

②自己点検・評価体制における意見等を公表しているアドレス

内容・水準を維持・向上しつ
つ、より「分かりやすい」授業
とすること

獣医保健看護学科では、「データを扱う」の学習項目の中で学生が実感できる実データを扱うことで、解析
結果に学生が納得感を持ちながら課題に取り組めるようにしている。また、データサイエンス・ＡＩに関連す
る最新の話題として生成AIなどを実際に扱いながら演習を行うことで、データサイエンスの技術が自分たち
の身近で利活用されていることを実感してもらうようにしている。
それ以外の学科では、PCスキルを学ぶコンピュータ演習関連科目の中で本プログラムを扱うことで、PC操
作が苦手という学生がそれを理由にデータサイエンス・AIの学習につまづかないようにしている。また、非常
勤講師も含めて多くの教員で授業を担当することにより、きめ細やかな指導ができるようにしている。

https://www.azabu-u.ac.jp/about/program/datascience.html

教育プログラム修了者の
進路、活躍状況、企業等
の評価

本プログラムの修了者はまだ卒業していないため、進路・活躍状況、企業からの評価を把握できていない。
本学卒業生に関する企業等からの評価は、キャリア支援課および研究室指導教員等を通じて情報収集し
ており、今後、本プログラム修了者についても状況把握を行う。

産業界からの視点を含め
た教育プログラム内容・
手法等への意見

本学の地球共生系データサイエンスプログラムは、学生の数理・データサイエンス・ＡＩへの関心を高め、本
学ならではの各専門分野（獣医・畜産、臨床検査、食、環境）における課題解決に際して、データに基づい
て適切な判断ができる人材の育成を目指している。これからの地域社会の発展においては、このような資
質・能力を備えた人材が欠かせず、地域産業界のニーズに応えることのできるAI・データサイエンス人材の
育成を目指し、今後、地元企業等とも連携し、教育プログラムの改善に努めていく。

数理・データサイエンス・ＡＩを
「学ぶ楽しさ」「学ぶことの意
義」を理解させること

令和6年度の当該科目の学習項目として、「社会で活用されているデータ」、「データ・AIの利活用」、「デー
タ・AI利活用における留意事項」についての講義を行った。この中で、本学の学生の関心が高い医療現場
や動物行動などにおけるデータ活用例を中心に、データサイエンス・AIが現在の社会の中でどのように扱
われ、新しい社会作りにどのように影響しているのかについて学習させることで、データサイエンス・AIを学
ぶ楽しさ・意義を学生たちに理解してもらった。


